
農家のすぐ裏にあった竹林が奧に拡がる、スギの林クリ畑が出来る
隠岐西郷町
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原植生

モミ林

ハンノキ林

ウラジロガシ・アラカシ林

シイ林

タブ林またはシラカシ林



仮想モデル 自然林あるいは古い二次林

稲作（水田）

二次林（雑木林・アカマツ林）

バッファーゾーン

畑（常畑）

農家あるいは集落



農(林）業が衰退した時代
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樹種別萌芽率及び１年後の成長量
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〔中川２００２〕コナラは成績不良、クヌギは良好
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１９９７年時
健全木７本

1950年に皆伐した林分におけるコナラとエゴノキの競争（相模原

市大野台）

31個体が1997年以前に

生えていたことが確認できた

この緑の丸
がコナラ

以前に生えていたエゴノキの以前に生えていたエゴノキの77.4%77.4%がが19971997年には枯死した。年には枯死した。

コナラの樹冠下の個体が枯れていることがわかるコナラの樹冠下の個体が枯れていることがわかる

この丸が枯死
したエゴノキ

コナラの
樹冠に覆
われてい
ない部分
は生きて

いる

コナラ114本/ha
エゴノキ８0本/ha

コナラ125本/ha
エゴノキ353/ha

この赤い丸
がエゴノキ
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市民による里山林下草刈の生物多様性増加効果

施
業
後
の
種
数

施業前の種数刈りや落ち葉掻きなどの管理効果

施
業
後
の
種
数

施 業 前 の 種 数

皆伐萌芽更
新

下刈２年間
下刈３年間

〔中川１９９８〕

２倍効果

３倍効果５倍効果


